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釧根地区「特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業」担当校

根釧地区特別支援教育ネットワーク協議会（根釧くろーばーねっと）の３校が担当します

【推進校】
北海道釧路養護学校
すずき まみ さいとう りょうじ

担当：鈴木 麻美 、 齋藤 良二

TEL 0154-24-7827

【協力校】
北海道釧路鶴野支援学校
かなおか としひで なかの しょうた

担当：金岡 俊英 、 中野 翔太

TEL0154-57-9011

【協力校】
北海道中標津支援学校
ぱく みょんりゃん ともひろ けんいちろう

担当：朴 明良 、 友廣 謙一郎

TEL0153-72-6700

詳細は、
当協議会
のWeb
ページで
御確認
ください。

令和７年度（2025年度）



令和7年度 特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業
昨年度からの主な変更点

◆派遣校の助言等を受ける際、学校（園）の管理職の同席が必要となります。

◆年間派遣回数は、１校（園）３回（１回目及び３回目をリモート対応、２回目
を派遣対応）を標準とします。

◆小・中学校の通常の学級に在籍する児童生徒の支援に要する派遣に
ついては、管轄の教育局の特別支援教育スーパーバイザーによる学校訪問
を活用し、学級全体への指導や支援の充実を図った上で、更に個に応じた
支援が必要であると派遣要請を受ける学校が認める場合に限ります。

重要

特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業実施要項(令和７年４月１日一部改正)
特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業実施細則(令和７年４月１日一部改正)



対象となる幼児児童生徒について

○ 校内支援委員会にて要請内容を検討していますか？

・１回の訪問で相談できる人数は限られています。校内支援委員会等で
ご検討ください。
・相談内容の主訴を整理してください。
「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」に基づいた指導・支援に関する
相談が主となります。

○ 他の相談機関で対応ができる相談内容ではありませんか？

・SC・SSWとの連携が必要な内容（不登校・家庭支援等）や医療に関する相談
は当事業で扱える内容ではありません。関係機関へ「つなぐ」支援はお手伝い
ができます。具体的な相談内容を整理して対象者を決定してください。
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書類サンプル（派遣要請から派遣決定まで）

Ａ Ｂ

【 要請校→派遣校 】
市町村立学校は教育委員会経由で提出
道立学校は派遣校へ直接提出
2025年４月書式改訂（押印廃止）

【 派遣校→要請校 】

対象生徒の確認
年間実施回数の確定をお知らせする
（押印廃止）

別紙様式１ 派遣要請書 別紙様式１その２ 支援シート 別紙様式３ 派遣決定通知書C

新様式になっています
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対象生徒の状況を確認します
校内決裁後に御送付ください
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以下の書式は根釧くろーばーねっとWebページより
ダウンロードできます

③②

道教委から送付された
「別紙様式１の２」と同様のものです。

３校共通となります各校用をご使用ください。



Ｒ７年度特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業

リモート対応 実施の手引

３回の要請の場合は、１回目・３回目がリモートとなります。



特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業 リモートでの対応例

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を活用しましょう。
指導・支援の手立てを明確にし、様子を観察し、その変化を記録しましょう。
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・作成した支援シートをもとに、
対象幼児児童生徒の様子や、
今後の方向性について話し合
います。

リモート対応の方法例

①対面での相談

・事前に対象幼児児童生徒の
様子を動画で撮影します。（見
てほしい場面にしぼる）

・画面共有で動画を流していた
だき、その後に話し合いをしま
す。

②画面共有を活用
する相談

・対象幼児児童生徒の授業の
様子をリアルタイムで流します。
（定点撮影もしくは手撮り撮影）

・授業観察後に、話し合いをしま
す。

③ライブ映像を利用
した相談

映像を撮影する際は、保護者・本人の了承を得るようお願いします。
リモート相談の方法について不明な点がありましたら、事前にご相談ください。



リモート接続について （Google meetの対応例）

・Google meetを使用します。
・事前にGoogleアカウントを御準備ください。

・開始時刻10分前から接続が可能です。
・インターネットに接続し、
Google アカウント【ログイン】画面から
ログインします。

・Google meetを起動させ、事前に送付した接続
コードを入力します。

・「参加」ボタンをクリックします。
画面の接続（音声・画像）を確認してください。

※接続には「参加承認」が必要になる場合があります。
接続できないときは派遣校へ電話連絡をしてください。

当日の対応事前の対応

※ 派遣校が接続に関する御連絡をします。

・派遣要請連絡票で相談日時をお知らせくだ
さい。（事前に調整し確定します）

・派遣校にて、Google meetの接続コードを
作成します。

・要請校担当者へメールでお知らせします。

・メール到着が確認できない場合は、派遣校へ
お問い合わせください。

事前に支援シート等で相談内容を確認します。



R7年度
特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業

訪問対応 実施の手引

３回の要請の場合は、２回目が訪問となります。

年間の派遣スケジュール（実施回数や実施日時）
を整理して計画的な運用をお願いします。

実施方法の詳細は、派遣校と打ち合わせをします。



特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業 訪問での対応例

「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を活用しましょう。
可能な限り、授業の様子や学習環境を直接観察することが必要です。
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昨年度のPTにおける主な相談内容

サンプル数:365ケース

主に行動の理解や対応方法・
自立活動に関する相談内容
が６割



行動の理解や対応方法に関する相談

・合理的配慮の提供の状況

・個別の指導計画や個別の教育支援計画における目標の確認

・児童生徒の実態に応じた活動内容となっているか

・自立活動を通した、児童生徒の心理的安定や人間関係形成に向け

たアプローチ

PTとして、教育的視点からできる取組
を一緒に考えていきます



PTの活用、センター的機能の活用に
ついてご相談があれば、特別支援学校
へご連絡ください

釧路養護学校

釧路鶴野支援学校 中標津支援学校

根釧地区特別支援教育ネットワーク協議会
（根釧くろーばーねっと）
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